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やましろしゅう とゅう やまかわ み しんし ふつろう しよう ごうまつ
『名所図会拾遺』は、山城州の都邑、山川の実、神嗣・仏楼の勝、牽末を
































説明され、代表的な例として、 1170年の「漏湘臥遊図」 （XiaoXiang woyou tu) 
という南宋時代の作品があります。これは、画家が自分自身を想像上で自由に
旅できるように描いた風景です。
臥遊という概念はいつ日本に伝えられたのか、どういうふうに伝えられたの
かということが、これからの研究課題です。南宋時代の中国は近世日本と比べ
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ると臥遊のニュアンスは違いますが、基本的な概念の意味が似ていると解釈で
きると思います。つまり、遠い場所にてヴアーチュアルトラベルできる方法で
す。
最後に、名所図会の本文は、挿絵の臥遊的な視点との関係について、簡単に
取り上げたいと思います。臥遊を行う為に、挿絵で指差している人物は、流れ
るような視点を支える働きがあるとすれば、本文の記事とどんな関係があるで
しょうか。文章にも、流れるような臥遊的な視点があるでしょうか。挿絵の指
差している人物と本文の関係は、特にパターンはないと思います。時々、挿絵
で指差されている名所や場所が本文の記事で集中的に説明されている場合があ
りますが、そうではない場合が多いです。
しかし、読み手に与える印象や効果としては、文章でも挿絵の指差している
人物のような戦略があると言えます。名所図会の文章記事は、 一般的に最初の
部分がある名所を主に紹介して、そのあとは、縁起、和歌、物語、軍記もの、
記録などのような文献から引用しています。原則として、いろいろなジャンル
や時代が違う文章の引用を集めて、文書でいろいろな面から名所について言及
しています。
要するに、挿絵の中の指差す人物はある名所にたいして流動的な視点を読者
に与え、いっぽう、文章の引用は、文学的、歴史的な視点からある名所の由来
や伝説などを指摘して、読者の興味をうながします。また、記事の中には歌枕
のような名所に親密な関係をもっ文献のみならず、簸島が詠んだ狂歌のような
比較的に重要ではない引用もあります。挿絵のあちこちにそれぞれの読者の目
を導くように、文章記事は様々な異なったジャンルや重要性の文学的な見方を
しているので、名所の歴史や雰囲気についてさまざまな想像を働かせます。つ
まり、簸島は文学作家などの文章を使って、名所の時間的な流れなどを示して
いるのです。
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［注］
①秋里篠島著 『都名所図会J及び 『拾遺都名所図会j（『日本名所風俗図会J巻8、朝倉治彦編、角川書
店、 1981年）
②秋里篠島著 『近江名所図会』、『日本名所風俗図会j巻11、朝倉治彦編、角川書店 （1981年）
①小川裕充著 『臥遊一中国山水画ーその世界J中央公論美術出版 （2008年）
＊討議要旨
村尾誠一氏は、 ①名所図会のなかで名所とは無関係のものを指差す人物が描かれることで、視点が
名所の周辺に流れるとの見解を示していたが、それはどのような意味をもっているのか、 ②名所図会
と山水画を「臥遊」という点から比較していたが、 量産される図会と一点物の画を同等に捉えて問題は
ないのか、と訊ねた。それに対して発表者は、 ①見る者の視点をあえてー箇所に限定しないことで、
周辺の様々なものにも自由に目を向けるよう促している、 ②指摘のとおり山水画との比較はより慎重
に検討すべきだ、今後の課題にしたい、と答えた。
武井協三氏は、名所図会とは旅行する前に見て楽しむものか、旅行後に楽しむものなのか、と質問
し、発表者は、たとえば 『西遊記jには、旅行後に日記をつけるため名所図会を参照する様子が描かれ
ている。しかし、旅行前に気分を盛り上げるために読むこともあったかもしれない、と回答した。そ
れに対してさらに武井氏は、 『役者評判記jの類は観劇後に回顧しながら読んで楽しんだものである、
と参考意見を述べた。
鈴木淳氏は、名所図会は大本であり、携帯できるような作りの書物ではなかった。また 『唐土名勝
図会jなど多彩な図会が刊行され、このようなスタイルの本が関西を中心にベストセラーとなってい
た。そうした書物としての在り方も含めてさらに検討していくと、より面白い研究になるだろう、と
助言した。
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